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に対する溶展皮を測想し一例第⊥表の如き結果を得たこ ､ヽ ./∴昇 一`表
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cal Tqdや iC8.を通じて RelandSiaareの名で公表さ
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byチ`^ urhu･Schmci名"nlCtl0dorrI. R leinboldt.
れ之に GanmleXanOと云ふ名前をつけたdに始まる.

























ゾや せ抽出可静性の a部と難敵性の β部とにする.
夫 印々紙すれば･-α部融点1570β部融点308.50である.
第 三 表 ;二
B'ⅠI0.JTl.脚本の和郎枠内に封する滑柄皮 .
･!BOO(遠野皮 -諒 恕 ｢)
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傾 向申yj･のm旺庵 閉路r)"の湿度及 ､








は二物質問の平衡図を或程艦 砲 椛さで描 ･
くま舶 ;出来ない｡(2)多良の試料を必嬰と.し
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ノ第六表 小丑簡易熱分析況潤溶融由こ依る (樟勝一pp′･DI,T).(亘FC一掃勝) (BEO-p〆･I'I)T) 各二成分
一二 系測定値 (測定は倫詳細に布-るも主なる点のみを記す)
､-一 第 ′七, 表 ノ
′ ･第 .九 表-
I3'EC% -LI)DT% t潤 潤 点
■′
防 虫 科一節
柵 果から (BE0-樹潟-I)DT) ≡成分罪の平衡J
状闇図を描けば妨十一図の掛こなるO ,_














節 13 班 j
IuI.C_混合物液体はI)DTの遅速性をB由 が補や釆 D●
I)T･'に軌 ＼抑発性がある掛こ炉蒸剤としての作用を加味




























































23g,水1相 及びT<yYア/げ ヒド1~gの混合物に10% -
苛性ソT〆8-7ccを8ん10つに於て約1.'時胤児拝し乍
ち加へ2⊥3月開放荘する.過剰のアヤ ト.ンを浩出し去






























･し､)･バ-.,./;イ ソ空 .,ソとケナン_tC;齢 Oヴァ
こ.リy及びサブT7-ルから '^ニ1)ソ製造時副生したイソ-■
ノー･
･･を夫乍縮合させf=3バニリン5gをアセ ト`y? co fこ伽 ､
･L2q%T符嘘ソー ダ硬を加-茂杵反軍陵一夜放 起 さ せ る.
後稀塩酸で酸性として生ずる式色沈政を水洗 乾 燥 後 ユ タ



















-は殺虫力iLi殆んど掛 10(3ト リオ トt,t='./に結合さすべI.∫
きケ.トYは高縦l旨,yJ一族+.トンICd～q 位が放良であって
●三芳香族ケトンでは効力は俄下する｡芳香族ケトンのべ y
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文け 61Lr-rl概-^ctiyo g^entBlとして用ひられる. ∴ 1､へ
∫.〝｡1rbow叱川は PolycthylenelGJyco18屑 EOCRz･ .I
(cLr,OCII!)n･CLI20ⅠⅠで平均分子盈200-760時液体,
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良好な経穴を得,ー矧 こ令成ビレt､リy剤,脚 B線 化物と一ヽ J
:千 二 二 二二-:二三 -_:I-.:一二一-.::=::･:7
七t･S士及び本文投柄の糊を択-て拭いた武I.l-三台は士に
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･予 な怖件の下:C'水添すると併件により上記の α-dilyd･ -
ro-rG-N(mp･-OLr,91:2r(･0つ)Lit外にこれと立体異性体と
考えられる β-dilydr0-0-u(n-l･2170)を柑たO即





収せず氷鵬酸や塩酸 性々溶媒中では α一体のみを生じ中 ＼
性のア_}レコr′哨 液中では酸化白華の活性度の混いもの.一
程 β一休を生じ易く且触媒畳p多_L､程 β一体の生成畳が
大となる｡`叉 β一休の生成率は高湿になるに従って増大 .
する｡ ー′
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